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福井県 ⾼浜町

・⼈⼝約１万⼈の町
・若狭湾に⾯する「海辺のまち」
・若狭富⼠と呼ばれる「⻘葉⼭」

海⽔浴場

⻘葉⼭

中⼼市街地
若狭湾

1敷地概要



アジアで初めて「BLUE FLAG」を獲得した美しい海と砂浜

2敷地概要



旧丹後街道沿いに残る町家と⾼浜七年祭

3敷地概要

⾼浜七年祭には、基本設計中に
設計者も参加させて頂きました



新庁舎・公⺠館を⼀体的に整備
・旧役場と旧公⺠館の⽼朽化
・公共施設を集約した

コンパクトなまちづくり

N

旧役場

旧公⺠館

計画地

4企画について

企画当初から掲げる４つの基本理念
１．町⺠に開かれた庁舎・公⺠館
２．地域の防災センターとしての機能を

持った庁舎・公⺠館
３．環境と⼈にやさしい庁舎・公⺠館
４．気持ちよく安⼼して利⽤できる庁舎・

公⺠館



設計において特に配慮した事項

１．まちの⾵景に溶け込む、⾼浜町らしい佇まいとする

２．町⺠が気軽に⽴ち寄れるコミュニケーションの場をつくる

３．在来軸組構法の⽊造とすることで、地元の職⼈参画を促す

４．古来からの環境配慮⼿法を現代の技術で補完する

設計について



■蓑甲（みのこう）→妻壁の汚れ防⽌ ■起り（むくり）→町家らしい⼤屋根
■袖うだつ →防⽕区画の袖壁■煙出し櫓 →吹抜け空間の⾃然換気

6１．まちの⾵景に溶け込む、⾼浜町らしい佇まいとする





庁舎棟
RC造＋鉄⾻造

公⺠館棟
RC造＋⽊造

8構造形式
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9庁舎棟の屋根は鉄⾻造：複数の勾配による折れ点形式の「むくり屋根」



10公⺠館棟の屋根は⽊造：下地調整による曲線状の「むくり屋根」



11公⺠館棟の屋根は⽊造：下地調整による曲線状の「むくり屋根」

地元⼤⼯さんのアドバイスや
施⼯者との協働により、⽊造の
「正しい」むくり屋根を実現





■公⺠館棟 1F plan

庁舎窓⼝

公⺠館
受付

総合案内

南側⼊⼝

北側⼊⼝

待合スペース

共有エントランスホール

13２．町⺠が気軽に⽴ち寄れるコミュニケーションの場をつくる



「海の家」＝「浜茶屋」

14２．町⺠が気軽に⽴ち寄れるコミュニケーションの場をつくる







17３．在来軸組構法の⽊造とすることで、地元の職⼈参画を促す



18先⾏発注したスギ材を約１年間⾃然乾燥

当時の建設整備課にご尽⼒を頂き、
地元の⽊材業者に⽊材を先⾏発注



■東⻄に⻑い建物配置 →南⾯から⾃然採光
■切妻屋根＋煙出し櫓 →温度差換気
■吹抜け空間の底冷え対策 →電気式床暖房
■浸⽔対策 →１ｍ嵩上げ＋バリアフリー両⽴

19４．古来からの環境配慮⼿法を現代の技術で補完する



施⼯についての配慮事項

施⼯について 20



⼈⼯乾燥の検査状況 21



⾶燕垂⽊鉄⾻の先端精度確保 22



勾配スラブのコンクリート打設 23



実際に使われている様⼦

施設管理・利⽤のされ⽅について 24



エントランスホールの使われ⽅ 25



公⺠館：和室や会議室の使われ⽅ 26



公⺠館：多⽬的ホールの使われ⽅ 27



庁舎棟：コミュニケーションがとれる様々な居場所 28



29夜は⾏灯のように街を照らす



■⼯事概要

□所在地
□敷地⾯積
□建築⾯積
□延べ⾯積
□構造／階数

□事業者
□施設管理者
□設計者

□施⼯者
□竣⼯年⽉
□総⼯事費

福井県⼤飯郡⾼浜町宮崎 86-23-2
8,688 ㎡
3,665 ㎡
7,415 ㎡
庁舎棟：RC・⼀部 S 造、公⺠館棟：RC・⼀部W造（耐震構造）
／庁舎棟：地上３・塔屋１、公⺠館棟：地上２
⾼浜町
⾼浜町
⽇本設計・未来プランニング設計共同体
（(株)⽇本設計、(株)未来プランニング）
(株)熊⾕組 北陸⽀店
2016年 9⽉
3,499百万円（原⼦⼒防災設備⼯事：35百万円、太陽光発電設備⼯事：50百万円除く）



■エピソード（⾼浜町より）

⾼浜町⺠⼀⼈ひとりが主役になる「暮らしたい、働きたい、訪れたい
まち」に相応しい施設とするため、様々な⽅⾯の意⾒をワークショップ
にてとりまとめ、計画に反映しました。コンパクトシティ構想のもと庁
舎と公⺠館をアクセスの良い⽴地に集約建替えしたことが最⼤の特徴で
すが、実際に施設を訪問される⽅は、役場と公⺠館をつなぐエントラン
スで交流を深めておられます。

また、敷地は津波浸⽔区域に該当することから、主要な防災施設・情
報機器は浸⽔の影響がない3階へ配置しました。さらに、町のシンボルと
なる施設とすべく、地域にある⽊造町屋の意匠を取り⼊れたデザインと
し、⻘葉⼭（通称：若狭冨⼠）の景観を阻害しないよう建物⾼さを抑え
ました。その他にも様々な条件があり、それらすべてを満たすことは、
苦しくもやりがいのある仕事でした。

最後に、この事業を公約として推進されました野瀬豊町⻑が去る7⽉
17⽇に任期途中でご逝去されました。故⼈は、⾼浜町⺠が新しい庁舎公
⺠館を利⽤し活動することで、まちづくりが進むことを実感しておられ
ました。今後もまちづくりに寄与する庁舎公⺠館であり続けるよう努め
ていきたいと思います。

■エピソード（設計者より）

まちづくりを先導する施設として、⾼浜町らしさを象徴する佇まいを
⽬指しました。町家の意匠を全⾯的に取り⼊れていますが、住宅よりも⼤
きな建物なので、柱スパン・⽊部材の⼨法・屋根⾯積など、⼀つひとつが
実際の町家よりも⼤きなスケールでつくられています。このスケールでつ
くられた⽊架構の空間に、海辺のまちらしい⾵や光を導くことで、訪れる
⽅々を広く受け⼊れ、⼼地よさや安⼼感を得られる場所が実現できたと
思っています。今後もまちの拠点として、地域に根差し愛される建築とな
ることを願っています。


